20200712レムナント教会1部
冷静な対応(Ⅱサムエル記5:17-21)
　信者の私たちは、できるだけ周辺との良好な関係を保ちたいと思います。しかし現実は、なかなかそうはいかない場合が多くあります。特に、信者の信仰を理由にして関係がこじれたり、問題が生じるときがあり、その中で信仰を理由に周辺が信者を困らせる場合も実はあります。それがこの世というところであり、また現場というところの特徴でもあります。問題は、そのときに信者の私たちが戸惑ったり、気落ちしたりすることが問題です。そのようにせずに、そういうときこそ冷静に対応していかないといけません。そこに神様の御心があり、導きがあり、神様の備えられた勝利が必ずあるということを覚えていただきたいと願います。
　今日の聖書の箇所には、この間も確認したように、ダビデがイスラエルの王となり、ますます強くなっていきました。その噂がよその国のペリシテの方に伝わることになります。そのペリシテはイスラエルの敵です。そして、士師記などを通してご存知のように、今まではイスラエルをおもちゃ扱いしていたわけです。都合のいい国なのです。それなのにダビデがどんどん強くなっていくと、後でいろいろと思い通りにならないので、この辺で芽を摘むべきだと思ったわけです。これ以上、ダビデ、イスラエルが強くなることを放っておくわけにはいかないということで、ダビデを潰しにかかってきたわけです。そのときダビデがそれに反応を示しました。どのように対応したのかということが、今日の聖書の箇所です。ダビデは彼らを迎えに行って、それから、神様にお聞きしました。「神様。ペリシテをどうしましょう。彼らを攻撃していいでしょうか」。すると、神様がダビデの質問に答えられます。「必ず勝利する」。それで指示に従ってペリシテと戦い、完全に勝利を収めるようになります。そして、2回も戦争をするようになるのです。2回目もまた神様に聞くと、神様が別の方法を指示なさいます。神様の指示通りにして、完璧にペリシテを潰して勝利をし、それ以降ペリシテの力がどんどん弱まっていくようになります。最後には、彼らペリシテが信じて神と拝んでいた偶像を先頭に立てます。たぶんそれで今まで数々の戦争に勝利したでしょう。だから、今回もそうなるだろうと思って偶像を、彼らの神を前に立ててやってきたのですが、それを置き去りにして逃げていきました。ダビデとイスラエルがその敵の神、偶像を拾って捨てたということが書いてあります。ダビデは、今までイスラエルにとって驚異だったペリシテの攻撃の前で戸惑わずに、冷静に対応して、信者として、信者らしく対応したということが見られます。信者の私たちは、この世との付き合いをどうすればいいのでしょうか。また、この世は信仰という理由のゆえに、私たち信者を困らせるようになっているのです。この世との衝突になった場合、信者の私たち、教会は、どのように対応すればいいでしょうか。その答えがこの聖書から与えられるものだと思います。
　それは、そういうときに戸惑わないで、まず周辺が信仰を理由に私たちを困らせるときに、また衝突があったときに、冷静になって信者、自分の存在を再確認する材料にしなければなりません。そして、信者、自分のアイデンティティ、この世と関わっているときに信者がどういう存在なのかというアイデンティティを固めていく対応、そのような機会にしなければなりません。周辺の方から信仰を理由にして信者を困らせるというのは、信者を苦しめるかのように思われるかもしれません。また、信者が嫌われて、信者を憎んでいると見えるかもしれません。それも事実でしょう。しかし、信者が冷静に考えないといけないのは、実は信者を恐れるからそうするわけです。ペリシテが見たときに、ダビデが怖くなりました。それが本音なのです。そこを信者が見逃してしまうと戸惑って、また失敗を犯してしまうようになるでしょう。実は彼らは、信者を恐れることによってそうするのです。今まで聖書を見ていてもそのような歴史の続きです。連続のようなものです。いちばん最初、カインがアベルを殺すようになります。そこには様々理由がありましたけれども、アベルはいのちを持って、キリストを持っている者であり、カインはそれを無視しました。それを無視したというのは、キリストの他に空中の権威を持つものが彼をコントロールしているわけです。ですから、根本的に本音の方では、霊的な意味では、怖くて恐れるわけです。アベルを消せばどうにかなるだろうと思いで消しました。しかし、それで終わるわけでもないし、それが勝利でもありません。イエス様がこの地上に来られたときに、パリサイ人たちがイエス様を困らせ、最終的には十字架につけて殺してしまいました。パリサイ人がなぜそうしたのでしょうか。表では神の律法を犯しているからという発想でしたが、実は本音の方では、イエス様ご自身がおっしゃっているように「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである」から、キリストが驚異で怖くてしょうがないわけです。それでそのように潰しにかかってきたということが歴史の証言です。そして、ユダヤ教が初代教会を潰して迫害をして、初代教会は跡形も残らないように全地に散らされることになりました。それもユダヤ教がキリスト教を恐れることによってそういう行動に出たということを忘れてはいけません。もちろんその現象だけを見ると、迫害する側は困らせる側のほうが大きく見えて、すごい権力と力を持って、それによって潰しにかかってきたかのように思われるかもしれません。実際、現実、そうなのです。そこで多くの信者の方々が誤解していますけれども、実はそうではありません。現状はそのように見えるかもしれません。彼らのほうが大きくて権力があるように見えるかもしれません。しかし、彼らはこの世は信者の私たちを、教会を恐れているということを忘れてはいけません。

　なぜかと言いますと、先程も申し上げましたように、彼らの背後にある神というのは偽物の神なのです。しかし、迫害を受けて散らされて弱々しくてしょうがないと思われる信者の私たち、教会とともにおられる神様は、創造の神様、まことの神様だから彼らは恐れるわけです。そして、彼らの背後は空中の権威を持つ支配者、サタンであり、信者の内側にはその悪魔を踏み砕いて勝利なさったキリストがともにおられるわけです。だから、本音の方で本当のところは、信者のことを怖がって恐れているということを忘れてはいけません。そういうことでイエス様は最後にこういう言葉を残されました。あなたがたは、世において患難にあずかります。しかし、恐れてはいけません。大胆でありなさい。わたしはすでに世に勝っているのだからとおっしゃいました。信者がこの世から受け入れられて、良い待遇を受けることを期待するということは矛盾している話です。私たちがこの世を愛して、この世のために生きるわけですが、霊的にはそのように憎まれて、この世が信者の私たちを恐れて潰しにかかってくるような構図であることを忘れてはいけません。ですから、迫害や困らされるようなことがないように信者が道を進んでいこうということは最初から勘違いなのです。主が再臨なされるまで、この地上での信者の歩み、教会の歩みというのは、実は戦争なのです。ですから、神学的にも戦闘的教会という用語を使っているほどです。周辺から信仰を理由にして私たちを困らせるようなこと、信仰を理由にして衝突があった場合には、葛藤などせずに、自分の存在を改めて確認するようにしましょう。「私はサタンが恐れる光の子どもなのだ。私はサタンを踏み砕いて、サタンに制せられているたましいを助ける神の子どもであり、伝道者なのだ」ということを改める機会にして、自分のこの世における信者のアイデンティティを固めていくようにしましょう。どういう仕事をしているのか、また、社会的立場がどうなのかということは関係ありません。信者、教会はこの世の中にそういうアイデンティティをもって送り出されている者、遣わされている者であることを、衝突を通して冷静に改める必要があります。

そして、それが確認できたとき、ダビデのように自分の思いや感情に走らずに、キリストを主人として認めつつ、その主人に従うようにすれば結構です。それが冷静な対応です。自分を下ろして。自分の感情、考え、判断、自分の中にいろいろあるでしょう。そういうものを下ろして、一つだけ、神のみことばを求めるわけです。神様に聞いてください。「神様、なぜこういうことがあるでしょうか。私は信仰を守り、信仰の道を全うしようとしているのに、なぜこのように困らせるのでしょうか。なぜこういう衝突があるのでしょうか」。神様にそのように聞いて、神様の返事を待つことです。私たちの耳に声が聞こえてくるわけではありません。その質問とともに聖書に目を回すことです。聖書に目を通すことです。特にその中でも日曜日の講壇のメッセージに答えを求めてください。ただ日曜日、定期的に牧師が説教すると思っては困ります。神様に聞いてください。その皆さんの質問に対して、神様が講壇のメッセージを通して返事なさっていらっしゃるということを体験しないといけません。しかもダビデのように自分の判断、人間的な環境、いろいろな評価などを下ろして、全幅の信頼をおいて神のみことばに求めるということです。また、祈りの手帳や個人のデボーションなどを通して聖書に目を通すということが大切なのです。聖書に登場して、神様に用いられた預言者は全員そのような特徴を持っています。「神様、なぜ神の民イスラエルがこんな状態なのでしょうか。なぜ周りのよその国々にやられるようになるのでしょうか」と訴えて聞いたときに、神様は必ずそれに答えていらっしゃいました。それが預言者の歩みだったわけです。初代教会も迫害の中でこのような反応、態度を示していたわけです。使徒4：25-26、「あなたは、聖霊によって、あなたのしもべであり私たちの先祖であるダビデの口を通して、こう言われました。「なぜ異邦人たちは騒ぎ立ち、もろもろの民はむなしいことを計るのか。地の王たちは立ち上がり、指導者たちは、主とキリストに反抗して、一つに組んだ」。旧約の聖書のみことばを取り上げて、今ある迫害に対して答えをそこからキャッチしていたということが見られるわけです。これが冷静な対応です。戸惑わないで焦らずに気落ちせずに冷静に。そうなるしかない私たちはサタンが恐れる光の神の子ども、尊いいのちある存在なのです。キリストの権威が授けられている者です。私を通してキリストの力と愛と権威が流れ出るようになっている存在なのです。だから、このようになってしまうのだなと、みことばに答えを求めることです。神様に聞くという姿勢を持つことです。
そして、その神のみことばに従うこと、神の指示に従うことは、今の私たちで申し上げるとこのみことばを握って、神様からのお返事を握って、祈りの時間を持つということでしょう。それが聖霊の導きに従う方法です。そのように神の指示に従いますと、勢力がどうなのかと関係なく、ダビデの勝利のように必ず敵を打ち砕く戦いを挑むようになります。皆さんが社会的にどんなに弱い立場の人であろうと、また才能などがなくても、人間的に弱い方であっても構いません。自分のアイデンティティをキリストにあって確認して、神のみことばにオールインすることによって聖霊の導きに従いますと、必ず勝利する戦いをするようになります。そして、時を待つわけです。ダビデのような戦争、戦いは、今はありません。今はこのように祈りをもって聖霊の導きに従いますと、困らせる周辺に向かって、愛の福音の剣を持って対応することになります。いのちの福音の爆弾を爆破させるという戦いを挑むようになるでしょう。必ず。それを福音宣教と言います。それを頭にしっかり持って、期待して、聖霊の導きに従って、その戦争に備えるわけです。福音宣教ということを期待して。それが私たちの反撃なのです。物理的なデモンストレーションや物理的に戦うわけではありません。聖霊の導きによって愛の福音がおあかしされる時を神様は設けられます。必ずその時が来ますので、その反撃の時を待ちましょう。そうすると、彼らの神は偽物の神だったということが証明され、私たちがおあかしして、私たちが内側に抱えて味わっているキリストこそがまことの神だということが明らかになるときを体験するようになるでしょう。それが神の国が臨まれるということです。最終的に彼らは、今まで彼らが頼りにして拝んでいた彼らの神を捨てて、神々、偶像を捨ててキリストを主と告白して立ち返るようになる勝利が現場には備えられているということを覚えておいてください。ですから、戸惑いません。気が縮まることなどしません。むしろ冷静に、なるほど、そうならざるを得ない者なのだねと、だからこそ神様に聞き、伺い、神の指示に従いましょう。なぜなのでしょうか。勝利が待っているからです。彼らの神、彼らの背後の悪魔、サタンが砕かれて、それが偽物だということが証明されるときが備えられているわけです。それを信じて、そして、その勝利はこれからずっと続く勝利の最初のボタンのような役割をします。ダビデはこれからずっと勝利し続けるようになります。その最初のボタンなのです。今までイスラエルを困らせて、イスラエルを馬鹿にしていたペリシテを踏み砕いて勝利することを神様は許されました。ダビデはこれからずっとイスラエルの領土を広めていくようになります。私たちは土地を広めることなどはしません。キリストの国がどんどん広まっていくようになりますので、そのサインとして最初のボタンとして、周辺で信仰を理由に私たちを困らせる人々に対して、冷静な霊的な対応、信仰の対応をすることによって、そこから与えられる勝利を味わわせてくださるようになるでしょう。
一言で申し上げると、信仰を理由に困ってしまう衝突があるということは、もちろん私たちがその信仰をしっかり美しく包装しないといけないのに、私たちの弱さのゆえにちぐはぐして誤解を受けるようなことがあります。それはいやしのときです。しかし、信仰を理由に衝突があるときには、その相手の方がより大きくて勢力があるかのように思われるとき、それは神様が許された勝利のための旅程なのだということを覚えていてください。今現在も皆さんの周りに信者の皆さんを困らせ、また辛い思いをさせる方々がいらっしゃるでしょうか。ある意味、彼らの人間的な本心でそうするわけではありません。目に見えるものがすべてではありません。その人のたましいと思いをコントロールする背後の目に見えない力というものがありますので、そういうときこそそ信者の自分を再確認するようにしましょう。自分の内側に彼らが、その背後の暗やみの力が恐れるしかないいのち、光であるイエス・キリストが自分の内側にいらっしゃる存在なのだということを改める機会にして、そのキリストを主人として、キリストに、みことばにオールインするようにしましょう。オールインというのは大袈裟に考えますが、それが私たちのために最善の策なのです。自分の思い、感情などは役に立ちません。それを下ろして、キリストに、神のみことばにオールインしましょう。背後の力が砕かれることを信じて祈りつつ待ちましょう。いつまででしょうか。福音の剣を使うそのときまで。愛のいのちの福音の剣を使うそのときまで待ちつつ、より内側が豊かになる祝福の主人公になることを祈りたいと思います。
今日からメッセージをいただきましたら、最後に皆で一緒に祈って進めていきたいと思います。ご一緒に皆で今日のメッセージを握って祈っていきましょう。困難を通して自分の存在の価値、アイデンティティを確かめ、キリストにオールイン、みことばにオールインするようにしてください。そして、愛の福音の剣によって反撃することができるようにしてくださいと、このようにともにお祈りをしましょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も様々な事情の中で礼拝の場に私たちを導いてくださりありがとうございます。礼拝を捧げたくてもそれが許されない国の人もいるし、また礼拝を妨害する流れの中で困っている信者もいる中で、今私たちは自由に集まって礼拝を捧げられることを感謝いたします。どうかみことばに集中することができ、信仰がどれほど感謝なものなのかを確かめることができるようにしてください。困難があり、様々な衝突のときに、無理せずに戸惑わずに、自分の価値を再確認して、アイデンティティを確かめることができるようにしてくださり、みことばとキリストに集中してオールインできるように導いてください。そして、福音の愛によって反撃の機会を待ち、必ず背後の偽の神が崩れて、キリストがまことの神であることが証明されるときが来ることを信じて祈り続けることができるように信徒ひとりひとりを守ってください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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